
牧水 を し のぶ
9月17日置牧水祭

　ふるさとの尾鈴の山のかなしさよ、秋もかすみの

たなびきてをり……。

　朗詠の流れるなか、若山牧水の命日に当る9月17

日、’牧水歌碑前で牧水祭が行われました。

　当日は、遺族や牧水顕彰会などの関係者150人が参

列し、みこ姿の坪谷q］の生徒が歌碑に酒を注ぎあり

し日の牧水をしのびました。

　この牧水祭が終ると、牧水の里も秋の深まりを見

せはじめます。
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町報とうこう

9
月
定
例
議
会

新
生
東
郷
町
の

　
九
月
定
例
議
会
は
、
九
月
十
四
日
招
集
さ
れ
、
二

十
四
日
ま
で
六
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
、
町
長
の
所
信
表
明
が
な
さ
れ
、
今

後
の
町
政
の
執
行
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
明
ら
か

に
し
て
議
会
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
所
信
表
明
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま

ち
つ
く
り
を

こ
れ
か
ら
は
、
誠
心
誠
意
、
精
い
っ

ぱ
い
、
こ
の
公
約
の
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
議
会
の
皆
さ

ま
方
の
前
に
お
誓
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

一
、
政
治
倫
理
の
確
立

＜
所
信
表
明
を
述
べ
る
高
森
町
長

＝
、
三
」
髪
ゴ
霧
馨

6
項
目
の
柱
を
基
本
に

　
私
は
、
去
る
八
月
の
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
こ
こ
に
九
月

定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
所
信

を
述
べ
、
今
後
の
町
政
執
行
に
つ
い

て
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
皆

様
方
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
は
、
戦
後
四
十
年
と

い
う
一
つ
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
我

が
東
郷
町
に
と
り
ま
し
て
は
、
郷
土

が
生
ん
だ
全
国
的
に
有
名
な
若
山
牧

水
の
生
誕
百
年
冬
、
町
民
み
ん
な
で

祝
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
町
始
ま

っ
て
以
来
初
め
て
の
不
幸
な
事
件
が

起
り
、
町
長
、
町
議
会
議
員
の
同
時

出
直
し
選
挙
が
行
わ
れ
、
不
肖
私
が

町
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
私
は
、
ま
ず
全
国
か
ら
熱
い
ま
な

ざ
し
を
注
が
れ
て
い
る
牧
水
生
誕
百

年
の
式
典
と
諸
行
事
を
滞
り
な
く
成

功
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
郷
町

が
被
っ
た
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
と
共
に
、
清
新
に
し
て
活
力
に
満

ち
た
新
生
東
郷
町
の
創
造
に
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
尽
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
堅
く
決
意
し
て

い
る
次
第
で
す
。

　
今
日
我
が
国
は
、
深
刻
な
財
政
危

機
に
加
え
て
、
国
際
政
治
経
済
の
面

で
も
苦
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
、
内
外

共
に
極
め
て
多
事
多
難
で
あ
り
ま
す
．
、

　
こ
の
よ
う
な
客
観
情
勢
を
、
正
し

く
見
極
め
な
が
ら
、
あ
る
い
は
価
値

観
の
転
換
を
志
し
、
あ
る
い
は
発
想

の
転
換
に
努
め
な
が
ら
誠
実
に
町
政

の
執
行
に
当
り
た
い
と
存
じ
ま
す
．
、

　
私
は
選
挙
を
通
じ
て
、
四
つ
の
信

条
と
六
つ
の
政
策
を
行
政
の
柱
に
す

る
こ
と
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が

　
こ
の
こ
と
は
今
更
何
の
説
明
を
要

し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
た
だ
大
事
な

事
は
言
葉
で
は
な
く
、
そ
の
実
践
で

あ
る
と
深
く
肝
に
銘
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

二
、
財
政
の
健
全
化

　
本
町
の
昭
和
五
十
八
年
度
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
経
常
収
支

比
率
で
八
五
・
四
％
、
公
債
比
率
で

十
五
・
二
％
、
更
に
債
務
負
担
を
含

め
た
公
債
費
比
率
で
は
二
二
％
と
、

県
内
四
十
四
市
町
村
の
中
で
も
財
政

硬
直
化
の
度
合
が
最
下
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
こ
の
ま
ま
の

財
政
運
営
を
続
け
て
い
る
と
遠
か
ら

ず
財
政
破
た
ん
を
き
た
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
、

　
昭
和
五
十
九
年
度
以
降
、
五
ヶ
年

計
画
で
策
定
さ
れ
た
財
政
健
全
化
の

方
針
に
従
っ
て
、
①
自
主
財
源
の
確

保
、
②
起
債
の
抑
制
、
③
経
常
的
経

費
の
節
減
、
④
補
助
費
の
整
理
統
合

等
の
施
策
に
最
重
点
を
お
か
ざ
る
を

得
な
い
と
思
い
ま
す
…
…
…
…
。
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三
、
基
幹
産
業
の
振
興

…
…
…
本
町
は
総
面
積
の
八
十
七
％

が
山
林
で
あ
り
、
就
業
人
口
の
半
分

近
く
は
農
林
業
者
で
あ
り
、
町
内
純

生
産
物
の
三
十
％
は
山
と
田
畑
に
依

存
し
て
い
る
農
山
村
で
あ
り
、
東
郷
町

の
基
幹
産
業
は
、
農
林
業
に
、
畜
産
、

養
蚕
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
複
合
経
営
で
あ
る
こ
と
は
昔

も
今
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
都
市
近
郊
山
村
の
た
め

二
次
、
三
次
産
業
へ
の
比
重
が
高
く

専
業
農
家
が
減
り
、
兼
業
農
家
が
漸

増
す
る
翌
旦
に
あ
り
ま
す
。

　
生
産
性
は
低
く
、
所
得
水
準
も
低

位
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
立
ち
遅
れ
た
生
産
基
盤

の
整
備
に
重
点
を
お
い
て
、
複
合
生

産
組
織
の
育
成
に
努
め
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
営
農
の
方
式
を
確
立
す

る
と
共
に
、
集
出
荷
体
制
を
整
備
し

中
核
的
農
家
の
育
成
と
農
用
地
の
有

効
利
用
及
び
経
営
の
合
理
化
を
図
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
利
用
再
編
対
策
の
特

定
作
物
及
び
地
域
振
興
作
物
の
開
発

と
定
着
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農

業
所
得
の
増
大
を
図
り
、
快
適
な
農

山
村
の
生
活
環
境
を
創
り
、
若
者
が

喜
ん
で
定
着
す
る
魅
力
あ
る
山
村
社

会
を
構
築
す
べ
く
、
住
民
の
積
極
的

参
加
を
求
め
る
所
存
で
す
。

　
〔
林
業
〕
　
本
町
の
人
工
林
面
積

は
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
、
そ
れ

ら
は
幼
令
林
が
大
部
分
で
あ
り
、
今

後
、
保
育
除
間
伐
等
の
育
林
に
重
点

を
お
い
た
施
策
が
必
要
で
あ
り
引
き

続
き
新
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ

て
地
域
林
業
の
組
織
化
を
基
本
理
念

と
し
て
森
林
組
合
と
一
体
と
な
っ
て

林
道
、
作
業
子
等
の
生
産
基
盤
整
備

に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
今
年
は
林
野
庁
の
新
規
事

業
と
し
て
、
国
産
材
供
給
施
設
が
本

町
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
低

迷
を
続
け
て
い
る
林
業
に
意
欲
と
活

力
を
取
り
戻
す
絶
好
の
機
会
で
あ
り

こ
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

四
、
商
工
業
振
興
と
企
業
誘
致

　
商
工
業
の
振
興
に
必
要
な
こ
と
は

農
家
の
購
買
力
を
引
き
上
げ
る
努

力
と
共
に
、
町
内
に
男
子
雇
用
型
の

企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
に
あ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
、
そ
の
努
力
を
続
け

ま
す
。

　
し
か
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後

大
き
く
変
わ
っ
た
工
業
立
地
の
パ
タ

ー
ン
は
県
北
地
域
に
と
っ
て
、
立
地

条
件
の
劣
位
性
を
も
た
ら
し
た
事
を

念
頭
に
お
い
て
考
え
る
と
、
前
記
森

林
資
源
の
素
材
生
産
か
ら
加
工
、
流

通
の
一
貫
し
た
工
程
を
生
産
者
と
業

者
が
一
体
と
な
っ
た
企
業
体
は
、
ま

さ
に
高
度
成
長
時
代
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
発
想
の
転
換
で
あ
り
、
こ

の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
行
政
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
、
教
育
と
福
祉

　
本
町
に
於
て
は
、
歴
代
の
町
長
、

教
育
委
員
会
の
努
力
に
よ
り
、
農
林

業
の
基
盤
整
備
の
立
遅
れ
と
は
対
照

的
に
、
教
育
施
設
は
プ
ー
ル
を
除
い

て
概
ね
整
備
が
済
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
外
的
条
件

の
豊
か
さ
の
中
に
あ
っ
て
、
昔
に
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
青
少

年
非
行
の
問
題
が
頻
発
し
て
い
る
こ

と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
幸
い

に
し
て
本
町
に
出
て
は
、
そ
の
よ
う

な
不
祥
事
件
は
起
っ
て
い
ま
せ
ん
が

農
山
村
の
都
市
化
が
進
む
に
伴
っ
て

そ
の
よ
う
な
事
件
が
起
り
得
る
危
険

性
は
、
い
つ
も
存
在
す
る
と
思
わ
な

い
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
…
…
。

　
青
少
年
健
全
育
成
の
問
題
は
、
単

に
非
行
防
止
と
い
っ
た
よ
う
な
対
症

療
法
に
終
る
こ
と
な
く
、
義
務
教
育

以
前
の
家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
を
含

め
た
生
涯
教
育
の
観
点
に
立
っ
て
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
学

校
教
育
と
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係

に
お
け
る
社
会
教
育
が
重
視
さ
れ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
福
祉
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が

福
祉
社
会
の
実
現
は
行
政
の
最
終
目

的
と
も
言
え
る
ほ
ど
大
事
な
問
題
で

す
。
本
町
に
は
、
老
人
福
祉
館
と
老

人
ホ
ー
ム
、
そ
れ
に
民
間
経
営
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
高
齢

者
の
福
祉
施
設
は
概
ね
整
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
、
在
宅
老
人
の
ケ
ア

と
母
子
家
庭
、
身
障
者
の
方
々
に
対

す
る
き
め
こ
ま
か
な
配
慮
が
必
要
に

な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
県
内
で
も
老
齢
人
口
の

多
い
町
で
あ
り
、
全
国
平
均
よ
り
も

二
十
年
も
早
い
テ
ン
ポ
で
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
と
指
適
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
福
祉

社
会
の
実
現
は
、
た
だ
単
に
行
政
依

存
の
福
祉
施
設
か
ら
一
歩
進
め
て
家

庭
生
活
及
び
近
隣
社
会
の
隣
人
愛
と

並
呈
息
に
よ
る
相
互
扶
助
の
高
い
連
帯

感
に
よ
っ
て
成
立
し
た
高
質
な
社
会

を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
、
真
の
福
祉

社
会
の
実
現
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

六
、
新
ひ
冶
か
づ
く
り
運
動
の
推
進

「
何
で
躯
戦
」
「
み
ん
な
が
参

加
」
の
新
ひ
む
」
か
つ
～
り
運
動
は
、

そ
の
ま
ま
「
新
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
新
生
東
郷
町
の
た
め
の
基
本
理
念

と
そ
の
基
を
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
自
分
達
の
地
域
は
自
分

達
で
築
き
あ
げ
よ
う
と
い
う
町
民
一

人
ひ
と
り
が
強
い
自
覚
を
持
ち
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
立
ち
上
が
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
た
運
動
で
す
…
…
。

　
活
力
に
満
ち
た
曲
豆
か
な
郷
土
づ
く

り
は
、
　
「
何
を
し
て
も
ら
え
る
か
」

で
は
な
く
「
自
分
達
は
何
を
す
べ
き

か
」
と
、
い
っ
た
よ
う
な
積
極
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
「
物
の
豊
か

さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
」
に
価
値

の
転
換
を
図
っ
た
う
え
で
、
改
め
て

郷
土
を
見
直
し
、
ふ
る
さ
と
を
再
発

見
す
る
と
き
、
私
達
の
足
元
に
は
土

が
あ
り
、
歌
人
牧
水
を
育
て
た
美
し

い
自
然
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
森
林
浴
と
い
う
言
葉
が
言

わ
れ
始
め
た
ほ
ど
人
間
の
健
康
生
活

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
森
林
の

し
た
た
る
緑
が
あ
り
、
新
鮮
な
空
気

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
生
活
環
境
に
恵

ま
れ
た
東
郷
町
は
全
町
公
園
と
言
っ

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
老
い
た
る
人
に
は
憩
い
と
充
実

を
」
　
「
働
く
人
に
は
生
甲
斐
と
張
り

合
い
を
」
　
「
青
少
年
に
は
希
望
と
活

力
を
、
そ
し
て
未
来
を
」
、
そ
ん
な

東
郷
町
の
実
現
を
目
指
し
て
精
い
っ

ぱ
い
努
力
を
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
町
政
担
当
に
対
す
る

所
信
を
述
べ
ま
し
て
皆
さ
ま
方
の
ご

批
判
を
仰
ぐ
と
共
に
、
今
後
の
ご
指

導
と
こ
鞭
達
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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牧水生誕百年を

みんなで

うお祝
　牧水生誕百年祭記念行事実行委員会（東郷

町・日向市・延岡市）では、10月22日から

25日まで各市町で生誕百年を祝う記念行事百
す

　
球

　
も

旨
し
年
次

　
に

　
と

　
こ

ま
う
水
界

　
行
牧
行

　
を 〕　　一　　．一　　）　　　、　　－　　　O　　　／　　O

生誕百年をみんなで祝いましょう。

内容は次のとおりです。

麹
響
峯

牧水生誕百年半記念行事日程
月　日 時 行　　事　　内　　容 場　　　　　　　　所

10月22日 12　　時 炬　　　火　　　り　　　レ　　　一 牧水生家～日向市～延岡高校
〃 18時～19時 提　　　　灯　　　　行　　　　列 延岡高校、延岡駅～野口記念館

〃 19　　時 講演（大悟法利雄氏）及び牧水歌発表会 野　　口　　記　　念　　館
10月23B 9時～10時30分 講演会〈高校生対象〉（若山旅入氏） 延　　　岡　　　高　　　校
10月24β 9時30分 ’生　　　　誕　　　　式　　　　典 牧水生家、　記念館前

〃 10時50分 牧　水　歌　碑　除　幕　式 坪　　谷　　小　　学　　校
〃 12時10分 牧　水　歌　碑　除　幕　式 東　郷　町　役　場　前
〃 13時50分 短　歌　入　選　者　表　彰　式 東郷町　中　央公民館
〃 14時40分 講　　演　　会　　（若山旅人氏） 〃

〃 19　　時 講演会（大悟法利雄氏）と映画の夕べ 日　向　市　中　央公民館
10月25日 8時30分 牧　水　歌　碑　除　幕　式 日　向　市　米　　の　　山

昭
和
六
＋
年
度

　
町
文
化
祭
作
品
募
集

　
牧
水
生
誕
百
年
祭
を
祝
う
と
と
も

に
、
東
郷
町
の
文
化
水
準
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の

出
品
を
。

▽
期
日
　
1
1
月
9
日
～
1
0
日

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
ほ
か

▽
作
品

　
○
絵
画
・
水
墨
画

　
サ
イ
ズ
、
題
と
も
自
由

　
○
書
道

　
題
i
①
牧
水
短
歌
、
②
自
由
作

　
品

　
○
写
真

　
題
i
自
由
（
な
る
べ
く
牧
水
に

　
由
来
す
る
内
容
を
）

　
　
サ
イ
ズ
ー
四
ツ
切
’
以
上

　
○
華
道
・
盆
栽

　
○
寒
蘭

▽
出
品
資
格

　
○
町
内
在
住
者

　
○
町
内
企
業
就
業
者

　
○
町
文
化
協
会
会
員

▽
受
付

　
　
寒
蘭
は
1
1
月
9
日
8
時
3
0
分
か

　
ら
1
0
時
ま
で
役
場
二
階
、
そ
れ
以

　
外
は
1
1
月
8
日
8
時
3
0
分
か
ら
1
2

　
時
ま
で
中
央
公
民
館

＼

三二とうこう
（5）

“
わ
か
竹
の

　
　
伸
び
ゆ
く
ご
と
く
子
ど
も
ら
よ

　
　
糊
す
ぐ
に
の
ば
せ
身
を
た
ま
し
ひ
を
”

先
生
が
歌
碑
を
贈
る
1
坪
谷
中

　
九
月
七
日
、
坪
谷
中
学
校
前
に
牧

水
歌
碑
が
建
立
さ
れ
、
学
校
関
係
者

な
ど
約
三
十
人
が
出
席
し
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．
、

　
こ
の
歌
碑
は
、
建
設
に
必
要
な
資

金
を
坪
谷
中
の
先
生
方
が
出
し
合
い

P
T
A
の
奉
仕
作
業
等
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
坪
谷
中
は
、
県
文
化
財
愛
護
少
年

団
に
加
入
し
、
県
文
化
財
の
指
定
を

受
け
て
い
る
牧
水
生
家
や
牧
水
記
念

館
周
辺
の
清
掃
を
毎
月
一
回
行
っ
て▲玄関前に建立された牧水歌碑

お
り
、
ま
た
今
年
は
牧
水
生
誕
百
年

に
あ
た
る
た
め
、
先
生
方
が
記
念
に

と
こ
の
歌
碑
を
生
徒
に
贈
っ
た
も
の

で
す
。

　
歌
碑
に
刻
む
歌
に
つ
い
て
は
、
生

徒
が
選
ん
だ
中
か
ら
更
に
先
生
方
が

選
び
、
先
生
が
生
徒
を
思
う
心
に
ふ

さ
わ
し
い
こ
の
歌
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
碑
を
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
意
を
無
に
し
な
い
よ
う
真

直
ぐ
に
成
長
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

行政相談委員は

みなさんの身近な相談役

秋の行政相談週間

　
十
月
十
三
日
目
ら
十
九
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
。

　
国
の
仕
事
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被

っ
た
、
役
所
の
事
務
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
が
…
…
…
な
ど
。

　
こ
の
よ
う
な
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
疑
問
が
生
じ
た
と
き
、
た
い
へ
ん

心
強
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
の
が

「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

　
委
員
は
、
国
の
行
政
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
と
、
必
要
な
助
言
を
し

た
り
、
関
係
行
政
機
関
に
対
し
、
適

切
な
処
置
を
う
な
が
し
た
り
し
て
、

み
な
さ
ん
の
相
談
を
一
つ
ひ
と
つ
解

決
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
行
政
相
談
委
員
」
は
、
　
「
行
政

相
談
委
員
法
」
と
い
う
法
律
に
基
づ

い
て
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
全
国
に
四
千
七
百
八
十
九

人
の
委
員
が
い
ま
す
が
、
町
内
で
は

仲
深
の
山
口
俊
一
さ
ん
が
み
な
さ
ん

の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
安
心
し
て
相
談
で
き
る

　
　
　
　
行
政
相
談
委
貝

　
行
政
相
談
委
員
は
、
公
平
性
や
中

立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
法
律
に

よ
っ
て
、
①
守
秘
義
務
、
②
政
治
的

中
立
、
③
業
務
の
公
平
な
遂
行
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
を
申
し
出
る
場
合
は
、

直
接
委
員
の
所
に
出
向
か
れ
て
も
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
も
結
構
で
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
週
間
期
間
中
に

定
例
相
談
と
合
わ
せ
て
巡
回
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
〔
行
政
相
談
委
員
〕

　
山
口
俊
一
…
仲
深
区

　
　
　
　
含
六
九
一
七
六
五
五

i鐵駕三

．麟
蠣

劉
竃蓄

・羅

…
養
霧
．
寒
嚢
響
導
謹

道
路
の
美
化
運
動
で
表
彰

　
　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
道
路

の
美
化
運
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

宮
崎
県
道
路
利
用
者
協
議
会
か
ら
表

彰
を
受
け
、
九
月
十
三
日
に
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
の
都
甲
鶴
男
さ
ん
に

賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
活
動

方
針
と
し
て
道
路
の
美
化
運
動
を
掲

げ
て
お
り
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
早
朝
に
県
道
や
町
道
の
空
か
ん
や

ゴ
ミ
な
ど
を
拾
っ
て
美
化
運
動
を
進

め
て
お
り
、
今
後
も
美
し
い
道
路
に

し
ょ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。



（6）

町報とうごう

点
　
描

（49）

山
陰
百
姓
一
揆
は

な
ぜ
起
き
た
か
口

　
（
訴
え
ご
と
そ
の
一
）

　
年
貢
の
取
立
て
は
春
に
き
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
年

の
風
水
害
に
よ
っ
て
今
一
度
秋
に
検

討
し
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
元
禄
二
年
よ
り
大
風
水

害
が
三
ヶ
年
も
続
い
て
、
田
畑
の
作

物
は
皆
無
に
近
か
っ
た
の
で
す
。
そ

こ
で
当
然
秋
に
な
っ
て
年
貢
取
立
て

の
見
直
し
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、

郡
代
官
や
代
官
は
情
容
赦
も
あ
ら
ば

こ
そ
、
見
直
し
ど
こ
ろ
か
、
風
水
害

の
こ
と
等
全
く
お
か
ま
い
な
し
、
平

年
作
並
み
の
取
立
て
を
命
じ
た
の
で

す
。
百
姓
達
は
打
続
く
不
作
に
困
り

果
て
他
村
に
ゆ
き
金
を
借
り
■
た
り
、

品
物
を
金
に
代
え
た
り
し
て
年
貢
を

納
め
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
秋
に
な
る
と
稲
が

ま
だ
充
分
実
ら
な
い
う
ち
に
刈
り
あ

げ
さ
せ
て
上
納
さ
せ
、
百
姓
達
に
は

全
く
作
物
を
渡
さ
な
い
仕
打
ち
も
し

た
の
で
す
。

　
（
そ
の
二
）

　
大
風
水
害
で
田
畑
は
荒
さ
れ
た
の

で
新
し
く
田
畑
を
こ
し
ら
え
、
作
物

を
植
え
つ
け
る
の
で
秋
に
な
っ
て
み

な
け
れ
ば
収
か
く
が
分
ら
な
い
の
に

代
官
達
は
お
か
ま
い
な
し
。
あ
た
り

前
の
年
貢
を
命
じ
た
の
で
す
。
新
し

い
田
畑
で
あ
る
の
で
収
か
く
は
当
然

低
い
こ
と
は
分
っ
て
い
る
。
全
く
非

道
苛
政
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
そ
の
三
）

　
一
年
間
の
米
の
収
か
く
が
十
石
あ

る
百
姓
は
、
ゴ
マ
ニ
畝
、
エ
ゴ
マ
ニ

百
本
、
唐
ゴ
マ
五
十
本
、
菜
種
五
畝

の
植
付
け
が
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
エ

ゴ
マ
を
除
い
て
は
皆
肥
え
た
地
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
作
物
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
等
の
栽
培
の
た
め
他
の
作
物
は

後
廻
し
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
上
役
人
が
毎
日
の
様
に
村
廻
り

を
し
て
、
肥
料
の
や
り
方
ま
で
干
渉

し
言
い
つ
け
に
従
わ
な
い
時
は
、
科

料
金
（
罰
金
）
を
と
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
品
々
は
田
植
え
の
忙
し

い
時
で
も
収
か
く
次
第
直
ち
に
上
納

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
一
日
で
も

お
く
れ
る
と
、
又
科
料
金
を
と
ら
れ

る
の
で
す
。

　
延
岡
城
下
ま
で
米
四
、
五
斗
上
納

す
る
の
に
、
人
馬
で
四
、
五
日
の
往

復
日
数
が
か
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の

間
の
費
用
は
皆
自
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　
（
そ
の
四
）

　
　
か
ま
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
じ

　
一
竈
に
つ
い
て
杉
百
本
、
楮
五
十

本
、
椿
三
十
本
、
ウ
ル
シ
十
本
、
桑

十
本
、
栗
十
本
、
シ
ュ
ロ
十
本
、
ク

サ
ギ
十
本
の
植
樹
命
令
も
出
さ
れ
、

特
に
楮
は
毎
年
五
十
本
つ
つ
植
付
け

る
よ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な

に
命
令
さ
れ
て
も
植
付
け
る
土
地
が

無
く
、
植
付
け
た
木
の
間
に
し
か
植

え
ら
れ
ず
、
日
の
当
ら
な
い
状
態
で

あ
り
ま
し
た
。
野
津
を
上
納
す
れ
ば

蒸
し
方
が
足
り
な
い
と
か
、
皮
が
薄

い
と
か
で
下
級
品
扱
い
と
な
り
、
代

金
は
わ
ず
か
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
都
　
甲
鶴
男

回
、、

第
・

0
月
2
0

日

町
民
体
育
大
会

．
な
ん
で
も
挑
戦
、
み
ん
な
が
参
加

　
　
　
・
（
雨
天
の
場
合
は
1
0
月
三
日
）

続
・
牧
水
と
坪
谷
③

　
当
時
蘭
学
ま
た
は
洋
医
学
を
修
め

た
と
云
へ
ば
か
な
り
に
大
し
た
も
の

で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
そ
れ
が

ど
う
し
て
日
向
の
様
な
田
舎
へ
引
き

籠
っ
た
か
不
思
議
で
あ
る
。
当
人
の

言
ふ
と
こ
ろ
に
よ
る
と
江
戸
に
帰
る

途
中
、
難
船
し
て
日
向
の
地
に
吹
き

着
け
ら
れ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
無
論
嘘
で
あ
る
。
お
も
ふ
に

何
か
さ
う
し
た
人
に
知
ら
れ
ぬ
山
の

中
へ
隠
れ
害
い
か
又
は
隠
ね
ば
な
ら

ぬ
必
要
か
“
あ
っ
て
引
込
ん
だ
も
の

に
相
違
な
い
。
彼
は
日
向
に
居
着
い

て
か
ら
も
一
度
も
郷
里
へ
帰
ら
な
か

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
音
信
す
ら
為

さ
な
か
っ
た
。
西
南
の
役
の
時
、
川

越
藩
か
ら
出
て
来
た
官
軍
の
一
隊
が

恰
度
私
の
村
へ
来
て
泊
る
事
に
な
り

そ
れ
で
漸
く
郷
里
と
の
消
息
が
通
ず

る
様
に
な
っ
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
。

　
西
南
の
役
と
云
へ
ば
私
の
生
れ
る
八

年
前
で
、
祖
父
は
余
程
の
老
年
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
音
信
を

絶
っ
て
い
た
と
云
へ
ば
、
兎
に
角
余

程
の
変
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
何
か

其
間
に
深
い
事
情
の
あ
っ
た
事
ら
し

く
思
は
れ
る
。
彼
は
初
め
細
島
美
々

津
と
云
ふ
海
岸
の
港
町
に
業
を
開
か

う
と
し
、
更
に
そ
れ
よ
り
山
地
に
入

塩
　
月
　
儀
　
判

り
込
ん
で
私
の
故
郷
で
あ
る
坪
谷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り
ぎ
か
や

に
来
り
、
土
地
の
旧
家
で
酒
造
家
を

　
　
　
　
　
　
　
む
す
め

し
て
い
た
奈
須
家
の
女
を
嬰
り
、
其

処
に
居
を
定
め
た
。
彼
は
頗
る
殖
産

の
道
に
た
け
て
い
た
。
医
業
の
ほ
か

出
来
る
だ
け
広
大
に
山
林
や
田
畑
を

買
ひ
且
つ
墾
き
、
来
て
幾
年
も
経
た

ぬ
う
ち
に
其
処
に
お
け
る
有
数
の
財

産
家
に
な
り
お
ほ
せ
た
。
そ
し
て
一

方
で
は
非
常
に
文
学
を
愛
し
た
ら
し

い
。
幼
い
時
の
私
の
冶
の
】
つ
で
あ

っ
た
が
、
二
階
に
は
十
数
個
の
大
き

な
書
籍
箱
が
並
び
、
そ
れ
に
は
み
な

漢
籍
が
満
た
さ
れ
て
い
た
。
蘭
語
の

書
籍
も
混
っ
て
い
て
、
こ
れ
な
ど
は

今
で
も
保
っ
て
あ
る
か
と
思
ふ
が
、

そ
の
辞
書
な
ど
は
厚
さ
二
寸
位
い
の

美
濃
紙
の
帖
面
に
一
杯
に
極
め
て
細

か
く
試
筆
で
洋
文
字
が
筆
写
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
彼
の
肥
前
時
代
の
苦

学
の
遺
品
な
の
で
あ
る
。
こ
の
辞
書

が
二
冊
続
き
に
な
っ
て
い
た
。
漢
文

は
余
程
好
き
で
あ
っ
た
と
見
え
て
、

一
寸
他
出
す
る
時
で
も
必
ず
一
二
冊

の
そ
れ
を
携
へ
て
い
た
相
だ
。
そ
し

て
晩
年
に
は
村
の
気
の
利
い
た
青
年

た
ち
を
集
め
て
自
ら
そ
の
講
義
を
し

て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

町報とうこう
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「
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
」
と

「
ア
サ
カ
ゼ
コ
ム
ギ
」
を

　
町
で
は
、
農
協
、
農
業
改
良
普
及

所
と
一
体
と
な
っ
て
、
　
「
活
力
あ
る

農
業
」
を
め
ざ
し
て
、
基
盤
整
備
さ
れ

た
水
田
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

小
麦
・
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
・
ハ
ウ
ス
し

し
と
う
な
ど
八
品
目
を
重
点
作
目
と

し
て
選
定
し
、
生
産
を
す
す
め
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
．
．

　
今
回
は
特
に
、
小
麦
の
作
付
時
期

と
ピ
ー
マ
ン
の
育
苗
時
期
が
近
ず
い

4
水
田
転
作
野
菜
と
し
て
作
付
け
さ

　
れ
た
ピ
ー
マ
ン
（
田
野
）

作
り
ま
せ
ん
か

た
の
で
、
重
点
地
区
を
設
定
し
て
、

「
ア
サ
犬
目
コ
ム
ギ
」
と
「
夏
秋
ピ

ー
マ
ン
」
の
作
付
け
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
ア
サ
カ
ゼ
コ
ム
ギ
は
、
多
く
の
収

穫
量
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
面

で
国
内
麦
が
適
す
る
め
ん
類
の
需
要

が
あ
り
、
販
売
上
の
問
題
も
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
生
産
を
す
す
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、

　
麦
作
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

く
麦
の
政
府
買
入
価
格
〉

小麦（60kg当り） はだか刻60kg当ID 大麦（50kg当り）　区分

N度 1等 2等 1等 2等 1等 2等

58 11，278 11，143 11，627 11，492 8，552 8，419

59 11，288 11，153 ll，637 11，502 8，562 8，429

60 11，290 11，156 11，640 11，504 8，564 8，430

①
水
稲
、
麦
、
野
菜
等
の
輪
作
体
系

　
が
確
立
さ
れ
る
。

②
飼
料
作
物
（
夏
期
転
作
V
と
の
組
合

　
せ
で
畜
産
複
合
経
営
が
で
き
る
。

③
集
団
栽
培
、
農
業
機
械
の
効
率
利

　
用
、
作
業
の
受
委
託
、
共
同
化
に

　
よ
り
単
位
当
り
の
生
産
費
が
低
減

　
で
き
る
。

④
麦
作
の
機
械
化
は
、
水
稲
用
機
械

　
を
活
用
す
る
の
で
、
新
た
な
専
用

　
機
の
導
入
な
ど
の
投
資
が
避
け
ら

　
れ
る
。

⑤
有
畜
農
家
と
無
家
畜
農
家
の
話
し

　
合
い
で
堆
肥
を
施
用
し
土
づ
く
り

　
が
で
き
る
。

⑥
米
に
準
じ
て
政
府
が
買
い
入
れ
る
。

　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
は
、
野
菜
生
産
組
合

を
中
心
に
、
当
面
露
地
ピ
ー
マ
ン
の
作

付
け
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
二
十
三
戸
の
農
家
が
、
し
し
と

う
二
十
ニ
ア
ー
ル
、
ピ
ー
マ
ン
八
十

六
ア
ー
ル
を
作
付
け
し
日
向
農
協
東

郷
支
店
に
設
置
さ
れ
た
野
菜
集
出
荷

施
設
を
利
用
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
、
毎
日
集
配
車
が
運
行

さ
れ
て
お
り
、
出
荷
体
制
の
確
立
と

合
わ
せ
て
市
場
か
ら
の
信
頼
も
確
立

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

・
と
は
役
場
農
林
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
・
い
。
な
お
種
子
及
び
苗
に
つ

い
て
は
農
協
が
責
任
を
も
っ
て
供
給

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

畜産共進会で

　　　　優等の首席に

　山元ユキヱさん（越表）の育てた種豚が、

9月に行われた東臼杵郡市畜産共進会にお

いて種豚の部で優等の首席に選ばれ、10月

に小林市で行われる県畜産共進会に出品す

ることになりました。

頑
張
り
ま
し
よ
う

県青年大会で初優勝

　　青年ソフトボールチーム

　9月に宮崎市で行われた県青年大会で、

本町女子青年ソフトボールチームが初優勝

し、11月に東京で行われる全国青年大会に

出場することになりました。

　　籐
’　　　婆

門門灘纈蒙
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お
し
ら
せ

融
ら旺1

曝

←

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
新

電
々
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
自
宅

で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と

で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
定
例
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

②
巡
回
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
6
日
　
1
0
時
～
1
3
時

▽
場
所
　
下
渡
川
公
民
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
行
政
相
談
委
貝
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご

と
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生

委
員
V
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週

火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

乳
児
健
康
相
談

▽
期
日

▽
受
付

▽
場
所

▽
対
象

▽
内
容

10

獅
P
5
日

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

町
中
央
公
民
館

乳
幼
児
（
3
・
6
●
1
2
ケ

月
児
）

身
体
計
測
、
育
児
、
離
乳

食
指
導
ほ
か

母
親
学
級

▽
期
日

▽
受
付

▽
場
所

▽
対
象

▽
内
容

▽
期
日

▽
受
付

▽
場
所

10

獅
Q
2
日

8
時
3
0
分
～
1
0
時

町
中
央
公
民
館

妊
婦
（
妊
娠
5
ヶ
月
～
7

ヶ
月
の
人
）

助
産
婦
診
察
、
検
尿
、
栄

養
士
に
よ
る
離
乳
食
指
導

ほ
か

一
般
健
康
相
談

10

獅
P
9
日

9
時
～
1
0
時

老
人
福
祉
館

▽
対
象

▽
内
容

四
十
歳
以
上
（
そ
れ
以
外

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
）

検
尿
、
血
圧
測
定
、
保
健

指
導
ほ
か

秋
期
ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
接
種

▽
該
当
者
　
生
後
3
ヶ
月
～
1
8
ヶ
月

　
児
（
生
後
1
8
ヶ
月
以
上
～
4
8
ヶ
月

　
未
満
で
、
合
計
2
回
の
接
種
を
受

　
け
て
い
な
い
者
も
含
む
）

▽
受
診
上
の
注
意

　
○
す
で
に
2
回
受
け
て
い
れ
ば
必

　
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
○
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
4
歳

　
を
過
ぎ
る
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
○
母
子
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

区　外　前　　一　の　記

@地　以

下　越　坪　仲
n川　表　谷　深 三

三

該
当
区

14　14　10

栫@時　月
R0　1　22

ｪ　　　日

　13　10
P　時　月
P4　40　18

栫@分　日

141410

梹R月
Q0117

ｪ目日

日
時

　中
�@央
ｯ
館

　留
ﾛ　谷
迴

　寺
�@迫
ｯ
館

場
所

福
祉
年
金
証
書
の

　
　
　
　
交
付
手
続

　
福
祉
年
金
証
書
を
、
今
年
も
8
月

に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
ゆ
ま
し

た
が
、
金
額
記
入
が
終
り
ま
し
た
の

で
、
十
月
十
八
と
十
九
日
に
福
祉
年

金
証
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
・
、
受
給
者
の
み
な
さ
ん
に
は

個
人
宛
別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、
時

間
等
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。

己】D

　ワ

ﾈD

己D�
ﾈ
D
駆

八
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

田　小　黒　橋　矢　新 赤

口　林　木　口　野　保 彰
由　慎　　　和　孔　雄 ん

の
佳　吾　香　也　志　樹 名

峰　幸　重　　　國　昭 父
泉 の

男　則　行　　　明　彦 名

迫　小　寺　小　坪　寺 住
野　野　　　野
内　田　迫　田　谷　迫 所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

糸　稲
ｽ
野
筆
　
次
助
　
郎

氏
名

91　84 年
齢

鶴　小
�@野
焉@田

住
所

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＠
小
野
田
の
黒
木
里
美
さ
ん
か
ら

（
稲
田
久
次
郎
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

⑨
越
表
の
河
野
益
夫
さ
ん
か
ら

（
泰
裕
さ
ん
・
1
6
歳
ご
死
去
）

「一まちのうごき一
人口　6，358入（＋6）

男3，047人（＋2）

女3，311人（＋4）

世帯　1，829戸（一2）

60年9月1日現在

　　（）は対前月比

＼

㌧
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